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本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量 数量 数量 林地傾斜 延長
2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ｋｍ

11い1 土流保 スギ 45 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 1.36 33 24 887 298 0.34 208 2 210 全木 298 ﾌﾟﾛｾｯｻ 210 395 210 2,700 210 急 五所川原市役所 17.1

11い2 土流保 スギ 44 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.31 25 26 819 434 0.53 299 1 300 全木 434 ﾌﾟﾛｾｯｻ 300 621 300 2,700 300 中 17.3

11い3 土流保 スギ 44 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 6.83 25 26 2,444 1284 0.53 821 4 825 全木 1,284 ﾌﾟﾛｾｯｻ 825 131 825 2,700 825 緩 17.5

11い4 土流保 スギ 43 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.47 25 26 886 465 0.52 319 1 320 全木 465 ﾌﾟﾛｾｯｻ 320 303 320 2,700 320 中 17.9

11い5 土流保 スギ 43 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 7.33 25 26 2,617 1378 0.53 896 4 900 全木 1,378 ﾌﾟﾛｾｯｻ 900 441 900 2,700 900 緩 17.9

11い6 土流保 スギ 43 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.95 25 26 1,055 555 0.53 383 2 385 全木 555 ﾌﾟﾛｾｯｻ 385 715 385 2,700 385 急 17.9

11ろ1 土流保 スギ 45 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 7.61 25 26 2,788 1354 0.49 865 10 875 全木 1,354 ﾌﾟﾛｾｯｻ 875 442 875 2,700 875 緩 17.1

11ろ3 土流保 スギ 45 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.85 25 24 297 132 0.44 85 5 90 全木 132 ﾌﾟﾛｾｯｻ 90 140 90 2,700 90 緩 17.3

11ろ5 土流保 スギ 45 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 6.57 25 26 2,407 1169 0.49 762 9 771 全木 1,169 ﾌﾟﾛｾｯｻ 771 276 771 2,700 771 中 17.5

11ろ6 土流保 スギ 44 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.73 25 26 1,007 486 0.48 336 4 340 全木 486 ﾌﾟﾛｾｯｻ 340 655 340 2,700 340 緩 17.5

132い 水涵保 スギ 64 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 7.88 25 24 2,132 1054 0.49 639 36 675 全木 1,054 ﾌﾟﾛｾｯｻ 675 1,392 675 4,400 675 中 15.1 カラマツ：24%

132と1 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 5.77 33 22 2,460 883 0.36 591 9 600 全木 883 ﾌﾟﾛｾｯｻ 600 632 600 4,400 600 中 4 15.1 アカマツ：43%

132と2 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 3.57 33 26 1,307 668 0.51 461 4 465 全木 668 ﾌﾟﾛｾｯｻ 465 995 465 4,400 465 中 15.1

132は1 水涵保 スギ 33 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.67 33 24 273 126 0.46 83 2 85 全木 126 ﾌﾟﾛｾｯｻ 85 875 85 4,400 85 中 15.1

132は2 水涵保 スギ 33 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.94 33 24 386 176 0.46 117 3 120 全木 176 ﾌﾟﾛｾｯｻ 120 805 120 4,400 120 中 15.1

132へ1 水涵保 カラマツ 66 誘導伐 複層伐 2.34 38 22 1,921 827 0.43 502 68 570 全木 570 ﾌﾟﾛｾｯｻ 570 1,033 570 4,400 570 中 15.1 広葉樹：12%

132ろ3 水涵保 アカマツ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 4.69 33 16 2,116 458 0.22 290 0 290 全木 458 ﾁｪｰﾝｿｰ 290 950 290 4,400 290 中 17.2

133い1 水涵保 カラマツ 66 誘導伐 複層伐 3.27 31 20 3,277 1200 0.37 714 111 825 全木 825 ﾌﾟﾛｾｯｻ 825 556 825 2,600 825 中 15.1 広葉樹：13%

133い3 水涵保 カラマツ 64 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.86 25 22 477 181 0.38 79 40 119 全木 181 ﾌﾟﾛｾｯｻ 119 1,040 119 2,600 119 急 12.3 広葉樹：34%

133は2 水涵保 カラマツ 71 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.03 25 18 469 85 0.18 49 7 56 全木 85 ﾌﾟﾛｾｯｻ 56 440 56 2,600 56 急 12.3 ヒバ：23%　広葉樹：13%

133ろ2 水涵保 カラマツ 65 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.57 25 20 162 39 0.24 16 9 25 全木 39 ﾌﾟﾛｾｯｻ 25 1,185 25 2,600 25 急 12.3 ヒバ：28%　広葉樹：36%

133ろ3 水涵保 カラマツ 65 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.77 25 20 217 53 0.24 22 12 34 全木 53 ﾌﾟﾛｾｯｻ 34 935 34 2,600 34 中 12.3 ヒバ：29%　広葉樹：35%

133ろ6 水涵保 スギ 65 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 8.81 25 26 1,999 1170 0.59 740 30 770 全木 1,170 ﾌﾟﾛｾｯｻ 770 397 770 2,600 770 急 4 12.3 カラマツ：28%

134い1 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 5.41 25 22 2,410 718 0.30 460 10 470 全木 718 ﾌﾟﾛｾｯｻ 470 157 470 2,600 470 急 11.6

134い2 水涵保 スギ 48 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 6.87 25 22 3,094 915 0.30 577 13 590 全木 915 ﾌﾟﾛｾｯｻ 590 350 590 2,600 590 中 12

134い3 水涵保 スギ 46 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 3.10 33 26 1,330 596 0.45 411 4 415 全木 596 ﾌﾟﾛｾｯｻ 415 316 415 2,600 415 中 12

134い4 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 4.47 33 22 2,271 945 0.42 629 1 630 全木 945 ﾌﾟﾛｾｯｻ 630 394 630 2,600 630 急 12.3

134い5 水涵保 スギ 47 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.10 33 26 906 404 0.45 282 3 285 全木 404 ﾌﾟﾛｾｯｻ 285 603 285 2,600 285 中 12.3

134ろ1 水涵保 アカマツ 48 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.02 25 20 1,082 312 0.29 204 1 205 全木 312 ﾁｪｰﾝｿｰ 205 85 205 2,600 205 中 10.8 スギ：44%

　　令和７年度　　　林分条件調査表
森林管理署 津軽森林管理署金木支署
物件番号
物件名 森林環境保全整備事業（小田川山国有林外）
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本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量 数量 数量 林地傾斜 延長
2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ｋｍ

　　令和７年度　　　林分条件調査表
森林管理署 津軽森林管理署金木支署
物件番号
物件名 森林環境保全整備事業（小田川山国有林外）

備　考
砂利
数量

最寄り市町村
からの距離

伐倒
土場

作設等
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付き
ﾄﾗｯｸ片道
運搬距離

            m

薬剤
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（ｽﾐﾊﾟ
ｲﾝ）
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森林作業道作設集・造材 林地保全

鉄板
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林小班
保安林
種別等
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林
齢

面積
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採
率

事業区分 伐採方法
ﾌｫﾜｰﾀﾞ

片道運搬
距離

         m

平均
胸高
直径

立木資材量 生産量
予定作業量

小運搬巻立

134ろ3 水涵保 スギ 50 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.49 25 20 227 56 0.25 39 1 40 全木 56 ﾌﾟﾛｾｯｻ 40 30 40 2,600 40 中 11

134ろ4 水涵保 スギ 50 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.44 25 20 209 50 0.24 34 1 35 全木 50 ﾌﾟﾛｾｯｻ 35 225 35 2,600 35 中 11.4

134ろ5 水涵保 アカマツ 48 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.58 25 20 932 270 0.29 179 1 180 全木 270 ﾁｪｰﾝｿｰ 180 92 180 2,600 180 中 11.4 スギ：49%

合計 112.66 44,864 18,741 0.42 12,092 408 12,500 18,109 12,500 12,500 12,500 11,980 8 0 122

C0-80
156

割栗石50-150
102

３ｍ×126枚
280日

注１ 面積は伐採面積。
２ 伐倒方法、集・造材方法については主な方法。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄の区分は以下のとおり。

　緩：０°～１９°、中：２０°～２９°、急：３０°以上
４ 備考欄の樹種：数値（％）については、生産量に対する割合。

※ 留意事項
1．砕石敷均し及び鉄板敷設置の箇所については監督職員の指示による。
2．ナラ類の取扱いは、青森県農林水産部林政課「青森県マツ類及びナラ類の伐採・移動・利用に関する留意事項」に基づき実施すること。
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2

本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量 数量 数量 林地傾斜 延長
2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ｋｍ

42い 土流保 スギ 66 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 33.85 25 30 7,187 5288 0.74 3,166 139 3,305 全木 5,288 ﾌﾟﾛｾｯｻ 3,305 660 3,305 4,700 3,305 緩
五所川原市役所

金木支所
17.3 カラマツ：15%

42に 土流保 スギ 74 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.56 25 32 606 491 0.81 76 16 92 全木 491 ﾌﾟﾛｾｯｻ 92 490 92 1,300 92 中 13.9

42は 土流保 スギ 72 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 8.05 25 32 1,900 1542 0.81 1,007 50 1,057 全木 1,542 ﾌﾟﾛｾｯｻ 1,057 194 1,057 1,300 1,057 中 13.9

43に1 水涵保 その他針葉樹 48 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.33 33 18 127 31 0.24 17 1 18 全木 31 ﾁｪｰﾝｿｰ 18 15 18 5,700 18 緩 10.9 トドマツ：83%　アカマツ：11%

43に2 水涵保 スギ 53 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.85 25 28 1,128 783 0.69 530 0 530 全木 783 ﾌﾟﾛｾｯｻ 530 263 530 5,700 530 急 10.9

43に3 水涵保 スギ 53 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.22 25 28 524 358 0.68 240 0 240 全木 358 ﾌﾟﾛｾｯｻ 240 530 240 5,700 240 中 10.9

43に5 水涵保 スギ 54 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.30 25 28 68 49 0.72 30 0 30 全木 49 ﾌﾟﾛｾｯｻ 30 330 30 5,700 30 中 4 10.9

43に7 水涵保 スギ 53 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.40 25 28 790 549 0.69 380 0 380 全木 549 ﾌﾟﾛｾｯｻ 380 440 380 5,700 380 中 10.9

43ほ1 水涵保 スギ 54 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.75 25 28 640 444 0.69 320 0 320 全木 444 ﾌﾟﾛｾｯｻ 320 710 320 5,700 320 急 10.9

43ほ2 水涵保 スギ 54 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 4.85 25 28 1,128 783 0.69 540 0 540 全木 783 ﾌﾟﾛｾｯｻ 540 838 540 5,700 540 中 10.9

43ほ3 水涵保 スギ 53 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.17 25 28 741 512 0.69 360 0 360 全木 512 ﾌﾟﾛｾｯｻ 360 1,112 360 8,000 360 中 10.9

52い1 水涵保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 6.42 33 24 3,080 1419 0.46 970 16 986 全木 1,419 ﾌﾟﾛｾｯｻ 986 460 986 500 986 中 13

53い1 水涵保 スギ 53 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 15.23 33 26 6,544 3674 0.56 2,367 83 2,450 全木 3,674 ﾌﾟﾛｾｯｻ 2,450 343 2,450 700 1,450 緩 12.2

53い3 水涵保 スギ 54 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 9.96 33 26 4,278 2402 0.56 1,596 54 1,650 全木 2,402 ﾌﾟﾛｾｯｻ 1,650 239 1,650 1,200 1,650 中 11.6

53ろ 水涵保 スギ 64 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.36 33 20 213 61 0.29 38 4 42 全木 61 ﾌﾟﾛｾｯｻ 42 50 42 2,700 42 中 11.8 広葉樹：10%

合計 98.30 28,954 18,386 0.64 11,637 363 12,000 18,386 12,000 12,000 11,000 11,320 4 0 75

C0-80
150

割栗石50-150
90

３ｍ×118枚
270日

注１ 面積は伐採面積。
２ 伐倒方法、集・造材方法については主な方法。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄の区分は以下のとおり。

　緩：０°～１９°、中：２０°～２９°、急：３０°以上
４ 備考欄の樹種：数値（％）については、生産量に対する割合。

※ 留意事項
1．砕石敷均し及び鉄板敷設置の箇所については監督職員の指示による。
2．ナラ類の取扱いは、青森県農林水産部林政課「青森県マツ類及びナラ類の伐採・移動・利用に関する留意事項」に基づき実施すること。
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備　考
砂利
数量

最寄り市町村
からの距離

伐倒
土場

作設等
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付き
ﾄﾗｯｸ片道
運搬距離

            m

薬剤
散布
（ｽﾐﾊﾟ
ｲﾝ）

    ℓ

森林作業道作設集・造材 林地保全

鉄板
規格*枚数

　　令和７年度　　　林分条件調査表
森林管理署 津軽森林管理署金木支署
物件番号
物件名 森林環境保全整備事業（喜良市山国有林）
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本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量 数量 数量 林地傾斜 延長
2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ｋｍ

524い 水涵保 スギ外 57 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.20 33 34 64 55 0.86 30 0 30 全木 55 ﾌﾟﾛｾｯｻ 30 30 30 10,900 30 緩
五所川原市役所

市浦支所
7.7

524ほ 水涵保 ヒバ外 105 天然林受光伐 定性間伐 2.75 24 30 430 265 0.62 10 140 150 全木 150 ﾁｪｰﾝｿｰ 150 83 150 10,900 150 緩 7.7 ヒバ：7%　広葉樹：93%

525い1 土流保 クロマツ 68 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.13 25 20 470 143 0.30 77 8 85 全木 143 ﾁｪｰﾝｿｰ 85 48 85 10,900 85 中 4 7.7

525い2 土流保 クロマツ 72 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.68 25 20 1,110 340 0.31 187 18 205 全木 340 ﾁｪｰﾝｿｰ 205 156 205 10,900 205 緩 7.7

525い3 土流保 クロマツ 67 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 1.78 25 20 663 229 0.35 131 9 140 全木 229 ﾁｪｰﾝｿｰ 140 435 140 10,900 140 緩 7.7

525い4 土流保 スギ 67 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 2.42 25 24 924 385 0.42 255 5 260 全木 385 ﾌﾟﾛｾｯｻ 260 226 260 10,900 260 中 7.7

525い5 土流保 クロマツ 68 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.47 25 20 193 60 0.31 27 3 30 全木 60 ﾁｪｰﾝｿｰ 30 250 30 10,900 30 緩 7.7

525い6 土流保 スギ 64 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.32 25 24 127 51 0.40 29 1 30 全木 51 ﾌﾟﾛｾｯｻ 30 0 30 10,900 30 緩 7.7

547に1 土流保 スギ 59 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 16.08 25 22 5,342 1895 0.35 1,210 0 1,210 全木 1,895 ﾌﾟﾛｾｯｻ 1,210 165 1,210 8,100 1,210 中 5.7

547ぬ 土流保 スギ 33 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 0.52 25 20 229 57 0.25 38 0 38 全木 57 ﾌﾟﾛｾｯｻ 38 485 38 8,100 38 緩 6.3

547へ2 土流保 スギ 61 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 9.49 25 22 3,153 1118 0.35 725 0 725 全木 1,118 ﾌﾟﾛｾｯｻ 725 555 725 8,500 725 急 6.8

551い1 水涵保 スギ 50 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.91 33 26 1,365 680 0.50 455 0 455 全木 680 ﾌﾟﾛｾｯｻ 455 644 455 急 5.6

551い2 水涵保 カラマツ 67 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 2.78 33 26 632 355 0.56 238 2 240 全木 355 ﾌﾟﾛｾｯｻ 240 940 240 急 5.6 スギ：17%

551い4 水涵保 スギ 50 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 9.81 33 26 4,590 2291 0.50 1,502 0 1,502 全木 2,291 ﾌﾟﾛｾｯｻ 1,502 1,581 1,502 急 5.6

551い5 水涵保 スギ 49 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 3.75 33 26 1,758 876 0.50 570 0 570 全木 876 ﾌﾟﾛｾｯｻ 570 2,350 570 急 5.6

555い1 水涵保 スギ 60 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 8.51 25 24 2,458 1079 0.44 719 1 720 全木 1,079 ﾌﾟﾛｾｯｻ 720 800 720 6,500 720 急 4.2

555い2 水涵保 スギ 60 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 8.52 25 24 2,462 1080 0.44 719 1 720 全木 1,080 ﾌﾟﾛｾｯｻ 720 1,045 720 6,500 720 中 4.2

555ろ 水涵保 カラマツ 65 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 14.72 25 26 2,126 1164 0.55 781 9 790 全木 1,164 ﾌﾟﾛｾｯｻ 790 853 790 6,500 790 中 4 4.2

合計 88.84 28,096 12,123 0.43 7,703 197 7,900 12,008 7,900 7,900 5,133 7,350 8 0 51

C0-80
186

割栗石50-150
54

３ｍ×88枚
240日

注１ 面積は伐採面積。
２ 伐倒方法、集・造材方法については主な方法。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄の区分は以下のとおり。

　緩：０°～１９°、中：２０°～２９°、急：３０°以上
４ 備考欄の樹種：数値（％）については、生産量に対する割合。

※ 留意事項
1．砕石敷均し及び鉄板敷設置の箇所については監督職員の指示による。
2．ナラ類の取扱いは、青森県農林水産部林政課「青森県マツ類及びナラ類の伐採・移動・利用に関する留意事項」に基づき実施すること。
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物件名 森林環境保全整備事業（太田山国有林外）


